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熱意が伝った。

次の劇でもすばらしい演技みたい。
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ビキニの水爆は聞いたことがあったが、幡多の高校生が調査していた

のは知らなかった。2度とこのような悲劇がおこらないように願 う。
心にひび〈舞台でした。ずっと続けて下さい。

480劇団員  毎回
49・ 友人・知人  3度 目
500チラシ 1度 目 水爆実験の悲惨さを再認識しました。核のない世界になって欲しい。
51・ 劇団員  多数  ビキニ事件の事実を広く知ることができるストーリー。

調査での学びを通し、高校生が仲間と共に成長する姿を演じている

若者の成長と重ねてみました。観客席にも若い人が多く希望を感じた。

52・   1度 目  歴史で起こったことを劇にすることでたくさんの人に見てもらえ知って
西村晴希     もらえる機会になって、すばらしい。
53・ 晴希  1度 目 今の人たちに伝えるべきことを高校生たちが思いをこめており、

考えさせる列でした。

今後の活躍に期待しています。

54・ 友人  7度 目 とても難しい題材を学生目線のストーリー仕立てであったことが
とてもよかった。文字で見るより、こういう演劇で見る方が、

ずっと心に残っていいですね。

55・ 知人   2度 目  当時の高校生たちの活動や、被爆された方々の思いを知ること
ができ良かったです。この活動をもっと多くの方々に知ってほしい。
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2024年 (令和 6年 )12月 1日 (日 曜 日 )

ビキニ事件調査の劇上演
高知市高校生らの活動描く
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